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表
紙
、
裏
表
紙
写
真
は
『
瓜
名
月
』（
愛
知
県
立
大
学
附
属
図

書
館
蔵
）。
な
お
、
丁
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
写
真
に
は
合
成
加
工
が
施
し
て
あ
る
。

　

全
一
巻
。
半
紙
本
。
一
〇
丁
。
刊
本
。
四
つ
目
綴
。
朱
書
入
あ

り
。
題
簽
は
剥
落
し
て
お
り
、
題
簽
痕
に
墨
書
で
「
俳
諧　

瓜
名

月
」
と
あ
る
。
乙
由
ほ
か
著
、百
川
編
。
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

十
一
月
、
藤
原
長
兵
衛
・
橘
屋
治
兵
衛
・
菊
屋
喜
兵
衛
刊
。
享
保

十
三
年
（
一
七
二
八
）
六
月
の
曾
北
に
よ
る
序
な
ら
び
に
百
川
に

よ
る
後
序
が
あ
る
。

　

享
保
十
三
年
、
伊
勢
か
ら
上
洛
し
た
師
の
乙
由
を
迎
え
た
百
川

（
昇
角
）
が
、
吾
仲
ら
と
と
も
に
催
し
た
京
都
広
沢
の
月
見
の
雅

会
の
歌
仙
お
よ
び
発
句
を
収
め
た
も
の
。
ま
た
、後
序
の
後
に「
追

加
」と
し
て
芭
蕉
な
ど
の
月
の
句
を
収
録
す
る
。『
俳
文
学
大
辞
典
』

に
お
け
る「
瓜
名
月
」の
項
目
で
は
、こ
の
追
加
分
に
つ
い
て
は「
元

文
四
年
の
刊
行
時
に
付
さ
れ
た
も
の
か
」
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

　

百
川
は
俳
人
で
あ
り
、画
家
で
も
あ
っ
た
彭
城
百
川（
一
六
九
七

【
表
紙
・
裏
表
紙
解
説
】
あ
い
ち
国
文
第
12
号

︱
一
七
五
二
）
の
こ
と
。
本
姓
は
榊
原
。
名
は
真
淵
。
通
称
は
土

佐
屋
平
八
郎
。
百
川
は
字（
あ
ざ
な
）。
別
号
に
八
仙
堂
、八
仙
観
、

張
昇
角
、
彭
蓬
洲
な
ど
。
若
い
時
か
ら
俳
諧
・
画
を
よ
く
し
、
尾

張
出
身
で
京
都
に
出
て
、
狩
野
派
を
学
び
、
中
国
の
元
、
明
の
南

宗
画
を
研
究
し
た
先
駆
者
で
も
あ
る
。
そ
の
後
の
日
本
文
人
画
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、
蕪
村
へ
の
影
響
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。『
元
明
画
人
考
』『
本
朝
八
僊
集
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
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